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２
０
１
４
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

思
い
起
こ
せ
ば
、
昨
年
の
お
正
月
は
総
選

挙
と
都
知
事
選
挙
の
結
果
に
、
な
ん
と
も
や

る
せ
な
い
不
安
と
危
機
感
を
抱
え
て
過
ご
し

て
い
た
の
で
し
た
。 

案
の
定
、
安
倍
政
権
は
や
り
た
い
放
題
！

｢

特
定
秘
密
保
護
法｣

と
い
う
、
何
が
秘
密
か

は
秘
密
、
っ
て
、
民
主
主
義
の
理
念
か
ら
は
程

遠
い
法
案
を
強
行
採
決
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
公
約
違

反
の
推
進
、
靖
国
神
社
に
こ
れ
見
よ
が
し
に

参
拝
、
沖
縄
で
は
政
府
が
ど
ん
な
「
驚
く
べ
き

立
派
な
」
提
案
を
し
た
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、

辺
野
古
の
埋
立
て
は
承
認
さ
れ
普
天
間
基
地

の
県
外
移
設
の
道
は
断
た
れ
ま
し
た
。
仲
井

眞
知
事
は
、
ど
ん
な
密
談
で
方
針
を
曲
げ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
秘
密
か
な
？ 

極
め
つ
け
は
、
12
月
に
公
表
さ
れ
た
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」案
で
す
。
計
画
案
で

は
、
原
子
力
発
電
を
ベ
ー
ス
電
源
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
も
「厳
し
い
安
全
基
準
を

設
け
る
」と
い
っ
た
、
ま
っ
た
く
具
体
的
で
は
な

く
、
ど
う
読
み
返
し
て
み
て
も
私
の
不
安
を

払
し
ょ
く
し
て
く
れ
る
文
章
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
も
政
府
は
、
地
震
多
発
列
島
の
日
本
に

今
後
は
二
度
と
「想
定
外
」
は
起
こ
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
原
子
力
発
電
が
低
廉

な
コ
ス
ト
だ
な
ど
と
い
う
詭
弁
も
繰
り
返
し
、

再
稼
働
の
め
ど
が
立
た
な
い
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
も
こ
の
ま
ま
続
け
る
と
あ
り
ま
す
。 

２
０
１
１
年
の
原
発
事
故
以
降
、
国
民
の
多

く
が
こ
ん
な
ウ
ソ
は
と
っ
く
に
見
破
り
、
原
発

の
安
全
性
の
確
保
も
経
済
的
な
継
続
に
も
先

が
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年

夏
の
「国
民
的
議
論
」
を
無
視
す
る
よ
う
な
計

画
案
の
持
ち
方
は
、
国
民
を
あ
ま
り
に
も
馬

鹿
に
し
て
い
ま
す
。 

未
曾
有
の
原
発
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
日
本
は
、
事
故
原
因
の
徹
底
的
な
検
証
と

反
省
を
持
っ
て
、
ま
ず
は
原
発
の
廃
炉
を
安

全
に
進
め
る
こ
と
、
核
廃
棄
物
の
処
理
と
い

う
困
難
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
こ
と
、
現
在

な
お
も
続
い
て
い
る
大
量
の
放
射
能
汚
染
水

漏
れ
を
早
急
に
抑
え
る
手
法
を
講
じ
る
こ
と

で
す
。
国
際
的
に
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
人
類
と
原
子
力
の
関
係
に
始
末
を
つ
け

る
方
向
で
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
熟
考

す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

そ
う
し
た
中
、
昨
年
暮
れ
に
私
に
大
き
な

希
望
が
届
き
ま
し
た
。
東
京
都
知
事
選
へ
の

宇
都
宮
け
ん
じ
さ
ん
の
出
馬
表
明
で
す
。
ま

ず
は
イ
ケ
イ
ケ
の
安
倍
政
権
に
楔
を
打
つ
！

と
い
う
こ
と
で
、
市
民
の
力
が
結
集
で
き
れ

ば
、
と
考
え
ま
す
。 

東
京
と
言
え
ば
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
。
地
元
江
戸
川
区
の
葛
西
臨
海
公
園

に
カ
ヌ
ー（
ス
ラ
ロ
ー
ム
）の
競
技
会
場
が
新
設

さ
れ
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
が
自
然

を
再
生
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
埋

立
地
に
造
成
さ
れ
た
こ
の
公
園
に
は
海
が
あ

り
、
池
が
あ
り
、
湿
地
、
草
原
、
林
と
変
化
の

あ
る
環
境
が
揃
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
「連
続

性
」
が
植
生
や
生
物
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
要

素
と
な
り
、
25
年
か
け
て
、
見
事
な
生
態
系

が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
そ
の
連
続
性
を
断
つ

競
技
場
建
設
に
つ
い
て
、
何
と
し
て
も
、
未
利

用
地
で
更
地
の
代
替
地
に
変
更
さ
せ
た
い
で

す
。 い

ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
が
、
地
域
が
、
や

る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
わ
け
で
、
や
れ
る
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。  

※
１
月
７
日
記
す  

 

文
責
：奈
良
由
貴（
代
表
理
事
） 

８ 県庁所在地にある島根原発をめ

ぐって／新刊のご紹介／活動日誌 

７ 環境・エネルギー８行ニュース 

６ えどがわ市民発電プロジェク「え

ど・そら」だより 

理事 柳澤一郎 

２ エネルギー分権化で持続可能な

未来へ 
手塚智子さん（えねみら・とっとり共同代

表／支持会員） 

１ 巻頭言 

強権政治にまけないぞ！ 

代表理事 奈良由貴 

●もくじ● 

５ 映画『渡されたバトン～さよなら

原発』試写会に参加して 

運営会員 山田がく 

私たちは、2011年3月11日に起きた福島第

一原発事故から、原発を手放すべきだとい

うことを学んだはずなのだが…。 
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●個人年会費:1,000円 お振込先＝郵便振替00120-8-353243／ゆうちょ銀行019支店 当座353243 

 日本に原発は数あれど、20km圏内に県庁所在地

がある島根原発。中国電力は、島根原発２号機の再

稼働に向け、原発の新規制基準への適合性を確認す

る審査を原子力規制委員会に申請しています。 

 島根原発には、完成を間近に控えた3号機があり

ます。3･11福島原発事故を受けて、事故が起これ

ば多くの住民に放射能汚染をもたらす3号機を稼働

させる必要はないと、昨年春に運転差止め訴訟に向

けた原告団が結成されました。全国から参加した原

告428名には足温ネットも参加しています。 

 そして、昨年4月24日に原告団は松江地方裁判

所に提訴しました。国に対して設置許可の無効確

認、中国電力には運転差し止めを求めています。9

月には第1回口頭弁論として原告の主張が行われま

した。被告の国と中国電力は、答弁書で原発の安全

性議論には立ち入らず、原告には原告としての適格

性が無いなどと主張しています。 

 そうした中で、「島根原発・エネルギー問題県民

連絡会」は1月6日、原発に頼らずにエネルギー問

題の解決を図る『島根県エネルギー自立地域推進基

本条例』の制定を知事に直接請求するため、集めた

92,827名分の署名を松江市など各自治体の選挙管

理委員会に手渡しました。条例案では、省エネや再

生可能エネルギーの普及を進め、計画的に脱原発を

目指すと規定。エネルギー政策を議論するため県に

審議会を設置することも盛り込んでいます。 

 直接請求には、県内有権者（約58万人）の50分

の1以上の署名が必要ですが、それを大きく上回っ

ています。選管の審査を通れば、2月上旬に島根県

の溝口善兵衛知事に請求し、その後、知事が議会を

招集し県議会で諮られます。 

 島根県は、自民党で原発推進の「電力安定供給議

連」会長を務める細田博之議員のお膝元で、「福島

の不幸で原発を止めるのは、耐え難い苦痛を将来の

日本国民に与える」などと発言しています。そこで

行われている裁判と条例請求、原告としてぜひ応援

と注目をお願いします。 

 

新刊の 

ご紹介 

県庁所在地にある島根原発をめぐって 

10.11 東京都総務局行政部から、市民共同発電所づくりに 

    ついてヒアリング 

10.18 足温ネット公式フェイスブックページを開設 

10.23 第6回運営委員会 

10.25 市民ソーラー情報交換会に出席 

10.27 気候ネットワーク理事会に出席 

10.30 映画『渡されたバトン』上映実行委員会に出席 

11.04 生活クラブ生協東京・ピアふぇすた打ち合わせ 

11.05 地域生活研究所研究会「地域から切り拓く未来のエ 

    ネルギー」で出講 

11.07 市民電力連絡会立ち上げ準備会合に出席 

11.13 第7回運営委員会 

11.15 さようなら原発江戸川連絡会第3回総会に出席 

11.16 生活クラブ東京･ピアフェスタ「市民がつくる自然エネ 

    ルギー」に出講 

11.19 東アジア気候フォーラム2013 in 雲南＋フィールドト 

    リップに参加（～24） 

11.25 放射能と原発をなくす江戸川センター学習会に出講 

12.02 映画「渡されたバトン」試写会に参加 

12.11 市民電力連絡会立ち上げ準備会合に出席 

12.14 地域から未来をつくるひがし広場が来訪、えど・そら2 

    号機を見学 

12.18 第8回運営委員会 

 足温ネット活動日誌 岩波新書（赤版）1438 
電気料金はなぜ上がるのか 
朝日新聞経済部 著 
新書版194頁 720円＋税 

 大学在学中、就職活動セミナー

の中で「朝日新聞の経済欄は読む

な」と言われたことがある。その朝

日新聞経済部が書いた１冊。 

 原発事故後に引き上げられていく

電気料金について、電力会社は次

のように説明する。「原発が止まっ

て火力発電の燃料費がかさむか

ら」だと。その説明に疑問を呈しな

がら、電気料金値上げの裏に潜む

本質に迫っている。過大な設備投

資分を料金に転嫁できる「総括原

価方式」、電気料金の明細に書か

れた「燃料費調整」などなど、そこ

から見えたものは、不良債権と化し

た原発を抱える電力会社の高コス

ト体質にあった。おすすめの本だ。 

●
島
根
原
発
と
周
辺
自
治
体
の
関
係
図 

 

原
発
か
ら
半
径
20
キ
ロ
圏
内
に
は
島
根
県
の 

 

県
庁
所
在
地
で
あ
る
松
江
市
が
立
地 
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●ソーラーで復興支援 
（2013.10.3 毎日新聞） 

 福島県の農業者と大阪や東京などの都市住民

計約70人が共同出資して福島県伊達市に太陽

光発電「福島りょうぜん市民共同発電所」（出

力50kW）が完成した。脱原発や地球温暖化防

止の取り組みを進めながら、地域振興を図る目

的。売電収入の一部は「福島復興基金」として

積み立て、地元のために生かす。農村活性化の

モデルとなりそうだ。 
 

●電力大手に顧客情報開示を義務づけ 
（2013.10..21 東京新聞） 

 経産省は21日、大手電力会社に対して顧客

データを新規参入会社に開示することを義務づ

ける方針を明らかにした。大手と新規参入組が

公平に競争できる環境を整え、値下げやサービ

スの多様化につなげるのが狙い。小売を全面自

由化する2016年をめどに本格運用をめざす。

新規参入組が競争力を持つためには、大手の既

存条件を細かく把握する必要がある。 
  

●住民の反対でメガソーラー中止 
（2013.10..18 朝日新聞） 

 大分県由布市湯布院町塚原で進んでいたメガ

ソーラー計画に住民らが反対し、業者が計画中

止を決めたことが17日、分かった。農地約2

万㎡にパネル4,800枚を設置予定だった。事業

費3億～4億円。仲介人から紹介を受け、農地

転用の手続きを由布市農業委員会に申請した

が、計画を知った地元住民が「景観が損なわれ

る」として計画を中止するよう求めていた。 
  

●送電線の使用料認可制に 
（2013.10..21 朝日新聞） 

 経産省は、電力会社が新たに電力事業に参入

した会社（新電力）から取る「送配電網の使用

料」について、これまでの届け出制から、経産

省がチェックする認可制に変える方針を固め

た。使用料を適切な価格にして、新電力の参入

を促すねらい。21日の電力システム改革の作

業部会で話し合ったうえ電気事業法改正案に盛

り込み、2016年をめどに始める。 
  

●再エネ買取、送配電事業者に義務づけへ 
（2013.10..21 日経新聞） 

 経産省は、2016年の電力小売の全面自由化

後に、再生可能エネルギー買取義務を送配電事

業者に課す方針を決めた。費用を料金転嫁でき

安定経営を見込める送配電事業者に義務づける

ことで、導入を進める。当面は小売事業者が販

売量に応じて送配電事業者から一定量を定価で

引き取り、市場が発達した後は、送配電事業者

が市場価格で電力市場に卸す方式を検討する。 
  

●会津電力設立、自然エネで自給めざす 
（2013.10..22 福島民報） 

 会津地方の市民有志が、会津地方の豊かな自

然を生かしてエネルギー自給を目指す「会津電

力株式会社」を設立した。再生可能エネルギー

の発電･供給などを担い、原発に依存しない社

会づくりを進める。平成27年秋までに、会津

地方の11カ所に最大2.2メガワットの太陽光発

電設備を建設する。社長には佐藤弥右衛門氏

（大和川酒造店社長）が就いた。 

●安倍首相、脱原発を改めて否定 
（2013.10.24 読売新聞） 

 安倍首相は24日の参院予算委員会で、エネ

ルギー政策について、「いかなる事態でも国民

生活や経済活動に支障がないよう、エネルギー

需給の安定に万全を期すことが大きな責任だ」

と述べた。原発を重要なエネルギー源として位

置づける意向を表明したものだ。ドイツがにつ

いては、「EU内で電力融通できる」と指摘し、

参考にはできないとする考えを示した。 
 

●洋上風力、高値買い取りで推進 
（2013.10.27 朝日新聞） 

 経産省は、再生可能エネルギーの固定価格買

取制度（ＦＩＴ）で、新たに洋上風力発電向け

の買取価格を来年度にもつくる。洋上風力は陸

上より発電効率はいいが、建設費が高くつくた

め、買取価格を高めにして、民間事業者の参入

を促す。専門家らの研究会を11月につくり、

年内にも報告をまとめる。これをもとに来年度

の価格を決める。 
 

●温室効果ガス1990年比3％増の新目標 
（2013.10.29 共同通信） 

 政府は29日、2020年度までの新たな温室

効果ガスの削減目標を05年度比3.8％減とする

方向で最終調整に入った。原発稼働を計算上ゼ

ロと仮定し、再生可能エネの導入や省エネの徹

底、森林によるCO2吸収を考慮している。

1990年度比では約3％の増加となる。京都議

定書の目標や、民主党政権時代の25％減とす

る目標から後退するため批判が出る可能性も。 
 

●東電発送電分離で分社化 
（2013.11.9 東京新聞） 

 東京電力は8日、政府の電力システム改革に

対応して、2016年度にも発電･送配電･小売り

など事業別に分社化する方針を固めた。分社化

した子会社は、管理部門を持つ持ち株会社の下

にぶら下がる案が有力で、燃料･火力部門、送

配電部門、小売部門がベースとなる。また、原

発会社や廃炉会社を加える案もあり、子会社が

5社程度になる可能性もある。 
  

●改正電気事業法が成立 
（2013.11.13 朝日新聞） 

 電力システム改革を３段階で進める改正電気

事業法が13日午前の参院本会議で自民、公

明、民主３党などの賛成多数で可決、成立し

た。2015年に全国規模で電力需給を調整する

広域系統運用機関を設立。16年に電力小売り

の参入を全面自由化し地域独占をなくす。18

～20年に電力会社の発電と送電部門を別会社

にする発送電分離を実現する。 
   

●温暖化による海面上昇で６万人移住も 
（2013.11.18 NHK） 

 地球温暖化による海面上昇に対して何も対策

を取らなかった場合、2050年までに日本の沿

岸部に住むおよそ6万4千人が移住を強いられ

る恐れがあるとする予測をアジア開発銀行がま

とめた。国連のIPCC（気候変動に関する政府

間パネル）の発表したデータをもとに、温暖化

の進行で日本、中国、韓国、モンゴルの東アジ

ア４か国が受ける影響を分析した。 
  

●京都議定書の目標を達成 
（2013.11.20 読売新聞） 

 環境省は19日、2012年度の日本の温室効

果ガス排出量（速報値）は、13億4百万ト

ン、1990年度比6.3％増だったと発表した。

12年度まで5年間の平均では同8.2％減とな

り、京都議定書の目標は達成した。目標達成が

確実になったのは、2008年秋のリーマン・

ショックによる景気低迷の影響で2010年度ま

で排出量が伸びなかったことが大きい。 

●ガス大手が小売り自由化を容認 
（2013.1128 日経新聞） 

 東京､大阪｡東邦の大手ガス３社は28日、ガ

スの小売全面自由化を受け入れる方針を示し

た。経産省では電力システム改革と連動して

2016年実現を目指す意見も出ているが、大手

保有のパイプラインや液化天然ガスの貯蔵施設

をどれだけ新規参入業者に開放するかが焦点と

なる。競争激化で淘汰の懸念がある中小業者は

自由化に慎重な考えを示す可能性もある。 
  

●原子力再生、経産省が機密文書 
（2013.12.2 朝日新聞） 

 2011年３月に東京電力福島第一原発事故の

直後、経産省が原子力再生や原発輸出の再構築

をめざす内部文書をつくっていたことがわかっ

た。事故の混乱が続いている最中にもかかわら

ず、原発推進政策の維持を図ろうとしていた。

冒頭の趣意には原発の維持と輸出促進を確認

し、経産省の再生そのものとも強調し、最重要

政策に位置づけている。 
  

●原発コスト、政府資産の倍 
（2013.12.5 共同通信） 

 最新の安全装置を義務づけ、使用済み核燃料

を全て再処理すると仮定した場合、原発の発電

コストは1kWh当たり最大17.4円と、民主党

政権時代の政府試算値の約2倍になるとの試算

を自然エネルギー財団が５日までにまとめた。

天然ガス火力や平地に設置された風力発電のコ

ストを上回ることになり、同財団では経済的メ

リット失った原発からの脱却を訴えている。 
  

●原発安全性を自ら評価、新組織設置へ 
（2013.12.10 朝日新聞） 

 原発の安全性を電力会社が自ら高めていける

ように、電力業界は来年度、新組織をつくる。

事故発生の危険性を原発ごとに数値で示す手法

で、安全対策の進み具合をチェックする。原子

力規制委員会の規制基準に上乗せして、各社が

安全性を高めるのを促す。既存の民間組織の下

に置くことなどが想定され、国内外の有識者や

事業者、規制機関出身者らを招く見通し。 
  

●脱原発政策担当に野党党首 
（2013.12.16 ＮＨＫ） 

 大連立政権の発足が決まったドイツで15

日、閣僚の顔ぶれを発表した。脱原発政策を担

う経済･エネルギー相に社会民主党のガブリエ

ル党首が就任する。同党首は、電気料金で優遇

されてきた産業界に一定の負担増を求めるもの

とみられ、そうした取り組みを通じて家庭の電

気料金を抑え、再生可能エネルギーへの転換に

道筋をつけられるのか、注目されている。 
  

●再生エネ賦課金の企業優遇に批判 
（2013.12.24 朝日新聞） 

 再生可能エネルギーを普及させる「固定価格

買い取り制度」をめぐり、ドイツとＥＵが対立

している。欧州委員会のアルムニア副委員長は

18日、企業の賦課金の負担減は「違法な補助

金の可能性がある」として、正式な調査手続き

を始めると発表した。「特定の企業の電気料金

割引は実質的な補助金で、市場競争をゆがめ

る」と欧州委側は主張している。 
  

●柏崎刈羽原発を７月再稼働 
（2013.12.26 東京新聞） 

 東京電力は25日、柏崎刈羽原発6･7号機を

来年7月から再稼働する見通しなどを盛込んだ

再建計画を大筋で決めた。東電は同原発を再稼

働すれば、燃料費の高い火力発電の運転を抑え

て収益が改善すると主張。経営改善に伴い電気

料金は値下げするが、再稼働が遅れれば値上げ

もあり得るとしている。ただ、泉田新潟県知事

は反発しており、稼働のめどは立っていない。 

環境・エネルギー 
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「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
を
百
％
ま
か
な
う
」。
そ
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
が
欧
州
各
地
で
拡
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
先
導
役
を
担
う
ド
イ
ツ
で
進
む

“
百
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
”
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
を
め
ざ
す

自
治
体
に
よ
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
07
年

か
ら
連
邦
環
境
省
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
み
を
紹
介
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

を
分
権
化
す
る
意
味
と
日
本
で
す
べ
き
こ
と

を
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ●
始
ま
り
は
地
域
の
同
時
多
発
的
な
動
き 

“
百
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
”
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
在
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

研
究
所
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
07
年
か
ら
地

域
の
担
い
手
や
成
功
要
因
の
調
査
が
行
わ
れ
、

10
年
か
ら
情
報
発
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

に
力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
“百
％
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
地
域
”
に
、
明
確
な
定
義
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
取
組
み
の
は
じ
ま
り
は
１
９
９
０
年

代
、
同
時
多
発
的
な
各
地
域
特
有
の
動
き

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
気
候
変
動
対
策
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
、
脱
原
発
と
い
っ
た
主
に
環

境･

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
視
点
か
ら
始
ま
っ
た
社
会
実

験
で
し
た
。
地
域
に
富
と
富
の
循
環
を
生
む
、

市
民
参
加
や
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
自

立
、
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
が
注
目
さ

れ
波
及
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
”
百
％
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
地
域
”
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は

現
在
１
３
８
地
域
。
各
自
治
体
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
把

握
状
況
、
地
元
企
業
の
参
加
、
地
域
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
住
民
主
導
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業

の
有
無
、
現
時
点
で
の
電
力
や
熱
需
要
に
占
め

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
割
合
と
い
っ
た33

項

目
の
基
準
に
基
づ
き
審
査
を
受
け
ま
す
。

「
百
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
」
「
ス
タ
ー

タ
ー
地
域
」
「ア
ー
バ
ン
＝
都
市
地
域
」の
３
カ

テ
ゴ
リ
ー
あ
り
、
ド
イ
ツ
全
人
口
の
約
３
分
の

１
、
国
土
の
４
分
の
１
を
占
め
る
ま
で
に
拡
が
っ

て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
村
や
気
候
同

盟
地
域
な
ど
と
合
わ
せ
る
と
、
国
土
の
50
％

ほ
ど
の
地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
や
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
進
行

し
て
い
ま
す
。 

 

●
熱
気
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
分
科
会 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
貫
と
し
て
、
09
年
か
ら

毎
年
「
百
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
会

議
」
が
ド
イ
ツ
・カ
ッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
議
で
は
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
分
科

会
、
展
示
の
ほ
か
、
新
た
に
“再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
百
％
地
域
”に
加
わ
る
自
治
体
の
認
定

式
や
表
彰
も
行
わ
れ
ま
す
。
自
治
体
や
官
公

庁
、
公
社
、
団
体
関
係
者
を
は
じ
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
係
企
業
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研
究
機
関
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
、
約
８
０
０
名
が
ド
イ

ツ
内
外
か
ら
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
会
議
か
ら
、
ド
イ
ツ
最
大
の
協
同
組

合
連
合
体
「
ド
イ
ツ
協
同
組
合
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ

ン
協
会
」が
、
共
催
団
体
に
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。
分
科
会
は
、
昨
年
よ
り
多
い
４
ブ
ロ
ッ
ク
全

22
分
科
会
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
や
具
体
的
で
よ
り
深
い
知
見
の

共
有
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
ま
す
。
分
科
会
の

テ
ー
マ
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
可
能
な
利
用
、

住
宅
の
エ
コ
改
修
、
電
気
自
動
車
＆
未
来
の
モ

ビ
リ
テ
ィ
、
中
小
企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
向

上
、
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
・市
民
参

加
・
社
会
的
受
容
性
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
近
隣
に
直
接
販
売
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

の
作
り
方
、
と
と
て
も
広
範
囲
で
具
体
的
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
地
域
を
目
指
す
に
あ
た

り
、
多
彩
な
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
実
現
に
向

け
て
そ
れ
ら
の
課
題
に
向
き
合
い
解
決
策
を

探
っ
て
い
る
状
況
が
わ
か
り
ま
す
。
認
定
地
域

の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
脱
原
発
→
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
発
信
地
へ 

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
東
部
の
リ
ュ
ヒ
ョ
ウ
・

ダ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
郡
は
、
長
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

と
脱
原
発
運
動
の
焦
点
と
な
っ
て
き
た
地
域
で

す
。
郡
東
部
、
旧
東
ド
イ
ツ
国
境
の
町
ゴ
ア

レ
ー
ベ
ン
が
、
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

予
定
地
と
さ
れ
た
の
は
１
９
７
７
年
。
と
り
わ

け
、
フ
ラ
ン
ス
、
ラ
・ア
ー
グ
で
再
処
理
さ
れ
た

放
射
性
廃
棄
物
が
、
こ
の
地
の
中
間
貯
蔵
施

設
へ
輸
送
さ
れ
は
じ
め
た
１
９
９
５
年
以
降
、
輸

送
の
た
び
、
農
民
た
ち
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を
繰
り

出
し
道
路
を
封
鎖
、
輸
送
を
阻
止
し
よ
う
と

全
国
か
ら
人
々
が
結
集
し
線
路
や
道
路
に
体

を
固
着
さ
せ
、
連
日
座
り
込
み
、
そ
こ
へ
容
赦

な
く
放
水
車
の
投
入
、
機
動
隊
と
の
激
し
い
衝

突
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
、
私

は
友
人
た
ち
と
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
近
く
の
輸
送
経

路
上
の
デ
モ
に
参
加
し
ま
し
た
。
人
間
の
鎖
が

つ
い
に
破
ら
れ
キ
ャ
ス
ク（
放
射
性
廃
棄
物
入

り
の
容
器
）
が
目
の
前
を
通
過
し
て
い
っ
た
、
あ

の
怒
り
、
無
力
感
、
悲
し
み
に
満
ち
た
空
間
は

記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
終
処
分

場
は
現
在
も
未
決
で
す
。 

そ
の
さ
な
か
の
１
９
９
７
年
、
郡
議
会
は
郡

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
＝
熱
・電
気･

交
通
を
、 

 
ド
イ
ツ
「
百
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
権
化
し
持
続
可
能
な
未
来
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
塚
智
子
さ
ん
（
え
ね
み
ら･

と
っ
と
り
共
同
代
表
／
支
持
会
員
） 
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15
年
ま
で
に
全
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま

か
な
う
と
決
定
。
当
時
、
電
力
消
費
に
占
め
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
１
％
に
満
た

な
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
早
く
も
11
年
、
電

力
需
要
を
百
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か

な
う
こ
と
に
成
功
し
た
と
発
表
。
福
島
第
一

原
発
炉
心
溶
融
事
故
の
１
ヶ
月
後
の
こ
と
で
し

た
。 そ

の
過
程
で
は
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
果
敢

な
構
造
転
換
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
住
民
た
ち

は
00
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「ヴ
ェ
ン
デ
ン･

エ
ナ
ジ
ー
」を

立
上
げ
創
エ
ネ
と
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
「
ヴ
ェ

ン
ト
ラ
ン
ト･

ウ
ィ
ン
ド
有
限
責
任
合
資
会
社
」

は
合
計
２
５
０
名
の
市
民
が
出
資
す
る
４
基
の

風
車
を
実
現
。
06
年
に
は
国
内
初
の
バ
イ
オ

ガ
ス
供
給
ス
タ
ン
ド
が
設
置
さ
れ
、
現
在
地
元

の
協
同
組
合
が
計
３
ヵ
所
の
ス
タ
ン
ド
を
経
営

し
て
い
ま
す
。
08
年
に
設
立
さ
れ
た
「
リ
ュ
ヒ
ョ

ウ
・ダ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
再
生
可
能
エ
ネ
ギ
ー
ア
カ

デ
ミ
ー
」
は
、
大
学
院
コ
ー
ス
や
講
座
、
見
学

会
等
の
教
育
、
普
及
啓
発
事
業
を
展
開
す
る

な
ど
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
人
口

５
万
人
弱
の
こ
の
郡
は
、
脱
原
発
を
名
実
共
に

自
ら
の
選
択
と
実
行
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
つ
つ

あ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
発
信
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

●
市
民
の
協
同
組
合
が
資
本
参
加 

ヴ
ォ
ル
フ
ハ
ー
ゲ
ン
市
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
北
部
に

あ
る
人
口
約
１
万
４
千
人
の
小
都
市
。
ヴ
ォ
ル

フ
ハ
ー
ゲ
ン
都
市
公
社
は
、
電
力･

水
供
給
事

業
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
08

年
、
市
議
会
は
市
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
を
15
年
ま
で
に
全
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
と
決
定
し
、
そ
の
実
現

に
は
市
民
参
加
が
不
可
欠
だ
と
位
置
づ
け
ま

し
た
。
10
年
、
都
市
公
社
は
協
同
組
合
形
式

で
の
市
民
参
加
を
決
定
。
２
回
で
６
百
名
に
参

加
し
た
公
開
イ
ベ
ン
ト
で
の
議
論
を
経
て
、
12

年
３
月
、
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
ヴ
ォ
ル

フ
ハ
ー
ゲ
ン
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
出
資
金
一

口
５
百
ユ
ー
ロ
、
組
合
員
２
７
４
名
、
総
出
資
額

80
万
ユ
ー
ロ
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
そ
の
数
は

６
百
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
出
資
の

上
限
は
40
口
、
配
当
は
６
％
が
上
限
で
す
。 

百
％
市
有
だ
っ
た
都
市
公
社
に
、
12
年
か

ら
協
同
組
合
が
25
％
資
本
参
加
し
、
都
市
公

社
の
監
査
役
会
９
名
の
構
成
は
、
協
同
組
合
２

名
、
都
市
公
社
の
経
営
会
議
１
名
、
市
６
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

市
民
が
組
合
員
に
な
る
理
由
に
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
共
に
実
施
し
た
い
、
“自
分
た
ち

の
”
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
会
社
の
方
針
を
共
に
決

定
し
た
い
、
出
資
金
額
の
面
で
も
市
民
が
参
加

し
や
す
く
“大
口
投
資
家
”の
優
位
性
が
な
い

＝
組
合
員
ひ
と
り
一
票
、
と
い
っ
た
民
主
的
な

プ
ロ
セ
ス
へ
の
賛
同
や
、
上
限
６
％
の
配
当
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市
公
社
に
は
、
市
民
参

加
に
よ
り
住
民
の
間
に
事
業
へ
の
受
容
性
が
育

ま
れ
る
こ
と
や
、
都
市
公
社
の
電
力
契
約
者

が
組
合
員
に
な
れ
る
こ
と
で
都
市
公
社
へ
の
つ

な
が
り
を
生
む
、
事
業
拡
大
の
た
め
の
新
た
な

資
金
確
保
、
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

自
治
体
に
も
好
影
響
が
あ
り
、
都
市
公
社
と

顧
客
の
信
頼
関
係
が
強
ま
り
、
収
益
増
に
つ
な

が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
市
の
資
金
を
用
意
せ

ず
に
実
施
で
き
る
上
、
都
市
公
社
の
市
有
は
４

分
の
３
に
減
っ
た
が
全
体
の
事
業
規
模
は
成
長

し
、
「win&

w
in

&
w
in

」
だ
と
い
い
ま
す
。 

 

●
ミ
ソ
は
再
公
営
化
と
供
給
網
買
戻
し 

こ
う
し
た
地
域
と
市
民
の
取
り
組
み
を
ベ
ー

ス
に
、
00
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
が
追

い
風
と
な
り
、
ド
イ
ツ
で
は
急
速
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
普
及
し
ま
し
た
。
12
年
の
電
源

構
成
で
は
約
４
分
の
１
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
占
め
て
い
ま
す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
約
半
分
は
、
個
人
が
所
有

し
て
い
ま
す
。
発
電
分
野
の
分
権
化
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
の
で
す
。 

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
小

売
事
業
と
供
給
網
運
営
事
業
を
め
ぐ
る
動
き

で
す
。
１
９
８
０
年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
、

ド
イ
ツ
再
統
一
、
さ
ら
に
１
９
９
８
年
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
自
由
化
等
に
よ
り
、
公
営
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
は
大
手
電
力
会
社
の
資
本
参
加
や

買
収
の
波
に
さ
ら
さ
れ
、
次
々
と
民
営
化
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
再
公
営
化
と
供
給
網
買
戻
し
が

活
発
化
し
て
い
る
の
で
す
。 

ド
イ
ツ
で
は
電
力
・ガ
ス
等
の
地
域
供
給
網

の
運
営
事
業
に
つ
い
て
、
自
治
体
と
運
営
事
業

者
と
の
間
で
契
約
を
結
び
、
最
長
20
年
ご
と

に
更
新
し
ま
す
。
更
新
の
際
、
民
間
会
社
と
の

契
約
を
延
長
せ
ず
、
供
給
網
の
運
営
と
所
有

を
公
社
に
引
き
継
ぐ
自
治
体
が
07
年
以
降
２

百
を
超
え
、
13
年
７
月
ま
で
に
83
の
公
社
が

再
建
・
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
15
年
か
ら
16

年
に
こ
の
動
き
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。 

先
述
の
リ
ュ
ヒ
ョ
ウ
・ダ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
郡
も
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
さ
ら
に
導
入
し
、
電

力
を
輸
出
し
て
地
域
の
収
入
増
に
力
を
入
れ

る
と
共
に
、
地
域
熱
・
電
力
供
給
に
取
り
組
む

と
し
て
い
ま
す
。
ヴ
ォ
ル
フ
ハ
ー
ゲ
ン
市
で
は
、

06
年
に
都
市
公
社
が
配
電
網
を
電
力
大
手

イ
ー
オ
ン
社
か
ら
買
い
戻
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
を
加
速
さ
せ

 

「エネルギー供給の民主化」 
～ヴォルフハーゲンは市民エネルギー協同組合の設立を準備中～ 

あなた自身が決めてください、将来どのような役割を担いたいかを。 

 

《E.on、RWE,など巨大企業》 《市民エネルギー組合員》 

      電力の購入者？  共同所有者として！ 

      傍観者？  共同事業者として！ 

      無力な人間？  責任を果たす人間として！ 

      料金を払う人？    利益を得る人として！ 

 

もしあなたが持続可能なエネルギー供給を、未来を見すえて共に

デザインし、そこから利益を得ようと思うなら、ぜひ来てください。 

2011年3月16日 19:30 シティホールヴォルフハーゲン 

        主催：ヴォルフハーゲン都市公社 

 
 

「自
由
ヴ
ェ
ン
ト
ラ
ン
ト
共
和
国
」
の
紋
章
。
脱 

 
 

原
発
運
動
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
１
９
８
０
年
に 

 
 

建
国
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
も
あ
る  
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●
日
陰
で
発
電
量
低
下
！  

「
え
ど
・
そ
ら
」
の
昨
年
12
月
ま
で
の
実
績

が
出
ま
し
た
。
１
日
当
た
り
の
発
電
量
を
見
る

と
１
号
、
２
号
と
も
、
そ
の
実
績
は
予
測
を
上

回
っ
て
お
り
、
先
ず
は
ひ
と
安
心
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
、
が
・
・
・
10
月
か
ら
発
電
量
が
が
く
っ

と
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。 

私
の
経
験
で
は
、
冬
で
も
正
午
前
後
の
瞬

間
発
電
量
は
他
の
季
節
と
大
差
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
冬
の
発
電
量
減
少
は
太
陽
高
度
が
低
い

た
め
に
日
照
時
間
が
短
い
こ
と
と
影
が
で
き
易

い
こ
と
に
依
る
も
の
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

影
が
最
も
長
い
と
考
え
ら
れ
る
師
走
の
22

日
、
冬
至
の
日
の
正
午
過
ぎ
で
す
が
、
１
号
の

状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
46
枚

あ
る
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
う
ち
、
26
枚
は

下
か
ら
15
㎝
位
ま
で
が
日
陰
に
な
っ
て
い
ま
し

た（
写
真
参
照
）
。
こ
の
た
め
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
の
表
示
は
０･
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、

26
枚
の
発
電
量
が
出
力
に
く
ら
べ
て
著
し
く

小
さ
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
少
し
で
も
発
電
量

を
上
げ
る
べ
く
設
置
業
者
と
相
談
し
て
早
急

に
対
策
す
る
予
定
で
す
。 

複
数
の
乾
電
池
を
直
列
に
つ
な
い
だ
器
具

で
、
１
つ
の
乾
電
池
が
劣
化
し
て
い
る
と
全
体

が
機
能
し
な
い
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
太
陽
電
池
も
乾
電
池
と
同
じ
で
、
発
電
し

な
い
部
分
が
あ
る
と
著
し
く
発
電
能
力
が
損

な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

影
の
影
響
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
は
太

陽
光
発
電
業
者
の
重
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
な
の
で

す
。
文
字
通
り
太
陽
電
池
の
「光
と
影
」
、
で
す

ね
。 

●
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
実
施  

２
０
０
７
年
に
設
置
し
た
市
民
立
第
２
発
電

所
で
す
が
、
中
古
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
当
初
か
ら
発
電
量
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、
パ
ネ

ル
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
発
電
量
を
増
強
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
年
末
に
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。
発
電
出
力
も
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
５

キ
ロ
ワ
ッ
ト
ま
で
に
増
え
ま
す
。
発
電
さ
れ
た

電
気
は
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ほ
っ
と
館
」

の
共
用
部
分
の
電
力
と
し
て
使
わ
れ
、
余
っ
た

電
気
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
48
円
で
東
京

電
力
に
買
い
取
ら
れ
ま
す
。
設
置
費
用
65
万

円
は
、
足
温
ネ
ッ
ト
事
業
費
か
ら
支
出
し
ま
し

た
が
、
売
電
収
入
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
、
10

年
以
内
に
回
収
で
き
る
見
込
み
で
す
。 

 

●えどがわ市民発電プロジェクト● 

「えど･そら」だより 
 

 私たちが、エネルギーを市民の手に取り戻し
エネルギー自治を実現すべく昨年末から取り組
んでいる「えどがわ市民発電プロジェクト“え
ど･そら”」。その状況について支援いただいて
いる皆さまに現在の状況についてご報告させて
いただきます。 

予測 実績 予測 実測 予測 実績 予測 実績 予測 実績 予測 実測 予測 実績 予測 実績

2013年4月 1,141 827 30 18 38.0 45.9 47,922 34,734 0 0 0 0 0 0 0 0

2013年5月 1,322 1,585 31 31 42.6 51.1 55,524 66,570 0 0 0 0 0 0 0 0

2013年6月 1,062 1,007 30 28 35.4 36.0 44,604 42,294 0 0 0 0 0 0 0 0

2013年7月 1,209 1,296 31 32 39.0 40.5 50,778 54,432 1,177 942 31 18 38.0 52.3 49,434 39,564

2013年8月 1,322 1,285 31 31 42.6 41.5 55,524 53,970 1,311 1554 31 31 42.3 50.1 55,062 65,268

2013年9月 938 1,280 30 32 31.3 40.0 39,396 53,760 981 1521 30 32 32.7 47.5 41,202 63,882

2013年10月 781 763 31 29 25.2 26.3 32,802 32,046 846 934 31 30 27.3 31.1 35,532 39,228

2013年11月 695 819 30 32 23.2 25.6 29,190 34,398 792 1133 30 30 26.4 37.8 33,264 47,586

2013年12月 752 31 24.3 ###### 31,584 913 1006 31 28 29.5 35.9 38,346 42,252

2014年1月 828 31 26.7 ###### 34,776 999 31 32.2 ###### 41,958

2014年2月 827 28 29.5 ###### 34,734 948 28 33.9 ###### 39,816

2014年3月 996 31 32.1 ###### 41,832 1,066 31 34.4 ###### 44,772

合計 11,873 8,862 365 233 32.5 38.0 498,666 372,204 9,033 7,090 274 169 33.0 42.0 379,386 297,780

えどそら2号えどそら1号

発電量ｋｗｈ 日数 1日当たり発電量 売電額 発電量ｋｗｈ 日数 1日当たり発電量 売電額
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住
民
投
票
で
原
発
建
設
を
止
め
た
巻
町
住

民
の
30
年
間
を
描
い
た
ド
ラ
マ
。
推
進
派
に
近

い
、
あ
る
家
族
の
視
点
か
ら
描
き
出
し
た
と
こ

ろ
が
目
新
し
い
。
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
と
し
て
楽
し
め

て
し
ま
う
あ
た
り
、
さ
す
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
三
木
。 

 

 

●
過
疎
の
町
に
原
発
が  

 

１
９
６
９
年
、
過
疎
の
ま
ち
新
潟
県
巻
町
で

突
如
、
地
価
が
上
昇
を
始
め
る
。
レ
ジ
ャ
ー
ラ

ン
ド
建
設
な
ど
開
発
関
係
の
話
噂
で
持
ち
き

り
だ
っ
た
が
、
実
は
北
東
電
力（
脚
色
）の
原
子

力
発
電
所
で
あ
る
こ
と
を
地
元
紙
が
ス
ク
ー
プ

し
た
。 

 
 

映
画
の
中
心
と
な
る
五
十
嵐
家
は
、
巻
町

で
料
亭
「な
ぎ
さ
」を
営
ん
で
い
る
。
町
長
を
は

じ
め
役
場
の
御
用
達
で
、
開
発
話
に
色
め
き
立

つ
不
動
産
業
者
や
補
償
金
で
一
儲
け
し
よ
う

と
し
て
い
る
漁
業
組
合
長
も
常
連
、
建
設
予

定
地
に
入
っ
て
い
る
お
寺
に
は
長
女
を
嫁
に
出

し
て
い
る
。 

 
 

漁
協
は
真
っ
先
に
原
発
反
対
を
打
ち
出
し

た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
さ
え
も
「
実
は
補
償
金

目
当
て
」と
描
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
に
く
い
。 

 

は
じ
め
原
発
に
懐
疑
的
だ
っ
た
の
は
、
病
院
の

検
査
技
師
を
し
て
い
る
次
女
の
夫
ぐ
ら
い
で
、

三
女
は
漁
協
に
就
職
、
末
の
長
男
は
町
役
場

に
勤
め
る
ご
り
ご
り
の
推
進
派
だ
っ
た
。 

 
 

や
が
て
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の
原
発
事
故
が
起

こ
り
、
巻
町
町
民
に
不
安
が
高
ま
る
。
公
然
と

反
対
運
動
を
す
る
人
も
現
れ
て
く
る
。
そ
の
こ

と
は
町
民
を
推
進
派
と
反
対
派
に
分
断
す
る

こ
と
に
な
り
、
分
断
は
五
十
嵐
家
の
中
に
ま
で

持
ち
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
長
女
が
嫁
い
だ
お
寺

は
墓
地
の
所
有
権
を
巡
っ
て
町
役
場
と
争
う
こ

と
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
起
こ
っ
て
反

対
派
は
さ
ら
に
勢
い
づ
く
。
は
が
き
を
付
け
た

風
船
を
飛
ば
し
て
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
の
影

響
範
囲
を
調
べ
る
こ
と
を
始
め
る
。
電
力
会
社

は
金
に
あ
か
せ
て
「原
発
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
い
、
推
進
派
を
接
待
す
る
。
反
対
派
は
日

頃
表
に
出
な
い
母
親
た
ち
の
気
持
ち
を
町
長

に
届
け
よ
う
と
、
「折
り
鶴
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

始
め
、
２
万
、
３
万
も
の
折
り
鶴
が
町
役
場
に

届
け
ら
れ
る
。 

 

●
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る 

 
 

始
め
は
推
進
派
だ
っ
た
五
十
嵐
家
も
原
発

事
故
が
起
こ
る
た
び
に
娘
た
ち
か
ら
反
対
派

に
変
わ
っ
て
い
く
。
母
親
、
そ
し
て
最
後
は
父
親

ま
で
も
「先
祖
か
ら
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
を
次
の

世
代
に
渡
す
た
め
に
は
」と
、
「折
り
鶴
」を
折

る
よ
う
に
な
る
。 

 
 

そ
の
父
親
が
他
界
し
た
後
も
事
態
は
収
束

し
な
い
。
町
長
選
挙
と
な
る
と
推
進
派
の
現
職

が
勝
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
こ
に
は
原
発
は

反
対
で
も
、
町
政
と
な
る
と
地
縁
血
縁
の
し
が

ら
み
に
縛
ら
れ
て
し
ま
う
有
権
者
の
姿
が
あ

る
。
そ
こ
で
反
対
派
は
住
民
投
票
を
思
い
つ

く
。
「原
発
推
進
か
／
反
対
か
」
で
は
な
く
、

「
地
域
の
こ
と
は
地
域
が
決
め
る
」と
訴
え
た
こ

と
が
多
く
の
町
民
の
心
を
と
ら
え
て
い
く
。 

  
 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
な
い
の
で
脚
色
は
さ

れ
て
い
る
。
有
名
俳
優
の
出
演
は
少
な
い
。
そ

れ
で
も
見
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
す
ご
い
。 

 
 

巻
町
は
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
現
在
は

新
潟
市
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
推
進
派
と

反
対
派
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
住
民
の
心
の

傷
は
癒
え
ず
、
自
立
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
、
思
え
て
な
ら
な

い
。 

 

●
３
月
江
戸
川
区
で
上
映
イ
ベ
ン
ト 

 
 

３
月
３
日
・
月
曜
日
に
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

大
ホ
ー
ル
で
、
10

時
30

分
、
14

時
、
18

時

50
分
の
３
回
上
映
し
ま
す
。
前
売
券
大
人
千

２
百
円
、
中
・
高
校
生
８
百
円
で
す
。
足
温

ネ
ッ
ト
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。 

 

文
責
：山
田
が
く（
運
営
会
員
） 

●
12
月
２
日
に
試
写
会
見
て
き
ま
し
た 

映
画
「渡
さ
れ
た
バ
ト
ン 

さ
よ
な
ら
原
発
」 

監
督
：
池
田
博
穂
、
脚
本
：
ジ
ェ
ー
ム
ズ
三
木 

制
作
：
「日
本
の
青
空
Ⅲ
」
製
作
委
員
会 
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て
い
ま
す
。 

再
公
営
化
と
供
給
網
買
戻
し
の
動
機
は
、

第
１
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
決
定
権
を
自
治

体
が
取
り
戻
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
を
実
施
し
や

す
く
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
上
流
か
ら
下

流
ま
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
決
定
権
を
地

域
と
市
民
の
手
に
取
り
戻
す
、
つ
ま
り
分
権
化

す
る
動
き
で
す
。
さ
ら
に
、
地
域
経
済
へ
の
好

影
響
＝
雇
用
や
税
制
、
地
元
企
業
へ
の
委
託

な
ど
、
３
つ
目
に
公
営
事
業
の
横
断
経
営
に
よ

る
経
済
性
向
上
に
あ
り
ま
す
。
採
算
の
取
り

に
く
い
公
共
交
通
や
社
会
福
祉
事
業
へ
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
収
入

を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
特
性
に
合
っ

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
の
で

す
。 巨

額
の
資
金
と
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な

再
公
営
化
は
、
地
域
毎
に
知
恵
を
絞
っ
て
行
わ

れ
、
そ
の
形
態
は
千
差
万
別
で
す
。
金
融
機
関

と
の
連
携
、
近
隣
自
治
体
と
の
一
部
事
務
組

合
の
形
成
、
協
同
組
合
形
式
に
よ
る
市
民
参

加
等
、
示
唆
に
富
み
ま
す
。
住
民
投
票
等
に
よ

り
再
公
営
化
を
求
め
る
住
民
主
導
の
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
土
地
と
資
源
を
消
耗 

会
議
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
分
科
会
『地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
、
社
会
的
に
公
正
に

自
然
と
調
和
し
な
が
ら
構
築
す
る
に
は
』
で
触

れ
ら
れ
た
言
葉
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
は
土
地
と
資
源
を
消
耗
す
る
」で
し
た
。

現
状
の
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
う
に
は
、

相
当
な
再
生
可
能
エ
ネ
ギ
ー
の
拡
充
が
必
要

で
す
。
必
然
的
に
、
土
地
利
用
を
め
ぐ
る
対

立
・
紛
争
が
発
生
す
る
と
い
う
の
で
す
。
争
点

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
と
利
潤
の
分
配
、
生

物
多
様
性
、
景
観
、
食
糧
や
飼
料
の
生
産
な

ど
。
百
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
づ
く
り

の
本
質
的
な
成
功
の
条
件
は 

「
地
域
に
お
け

る
事
業
領
域
と
主
体
を
把
握
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

具
体
化
し
て
、
多
様
な
領
域
の
様
々
な
主
体

と
の
協
働
を
通
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
で
き
る

だ
け
”社
会
的
に
公
正
”で
、
”自
然
と
調
和
”

し
て
い
る
こ
と
」
に
は
納
得
で
す
。 

社
会
的
に
公
正
、
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
が

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
で
き
、
可
能
な
か
ぎ
り

適
正
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
“利
益
と
コ
ス
ト/

責
任
”と
が
分
配
さ
れ
、
社
会
的
に
調
和
し
て

い
る
こ
と
。
社
会
的
な
調
和
と
自
然
と
の
調
和

の
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た

め
の
拠
点
と
人
を
配
置
す
る
こ
と
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
プ
ロ
セ
ス
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
す

る
、
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
表
者
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
、
複
数
の
モ
デ
ル

地
域
で
５
年
以
上
観
察
し
て
得
ら
れ
た
知
見

と
し
て
、
説
得
力
の
あ
る
内
容
に
参
加
者
は
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

会
期
中
、
繰
り
返
し
耳
に
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
市
民
参
加
」
、
「
持
続
可
能
性
」
、
「
非
依

存
・
自
立
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
」
で
し
た
。
資

源
の
有
限
性
を
考
え
れ
ば
、
地
域
固
有
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
る
、
分
散
型
の
コ
ン
パ

ク
ト
な
社
会
へ
向
か
う
の
は
、
し
ご
く
自
然
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域･

市
民
が

主
体
と
な
っ
て
、
社
会
的
に
も
自
然
と
も
調
和

し
、
そ
の
土
地
の
持
続
可
能
性
に
そ
っ
た
、
“利

益
と
責
任
の
伴
う
解
決
策
”を
見
つ
け
る
、
自

治
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
可
能
性
と
有
限
性
に

向
き
合
う
“
百
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地

域
”
づ
く
り
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
に
よ
る
分
散

型
社
会
へ
の
構
造
転
換
を
牽
引
す
る
動
き
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。 

 

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
権
化
に
向
け
連
携
を 

日
本
も
か
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
の
も
の

で
し
た
。
薪
を
割
り
炭
を
大
切
に
使
い
、
水
・

風
・
太
陽
の
力
を
借
り
、
日
本
で
は
電
化
の
過

程
で
８
百
を
超
え
る
電
燈
会
社
が
地
域
主
導

で
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
体
制
へ
と
国
が

傾
斜
し
、
国
家
統
制
を
強
化
す
る
過
程
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
国
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
っ
た

の
で
す
。 

い
ま
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
・
市
民
の
手
に
取

り
戻
そ
う
と
、
各
地
で
模
索
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
鳥
取
で
も
、
仲
間
た
ち
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

立
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
共
同
発
電

所
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先
行
す
る
方
々
の

経
験
や
助
言
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
何
度

と
な
く
助
け
ら
れ
一
歩
一
歩
進
め
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
決
定
権
の

多
く
は
、
国
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。
市

民
・地
域
主
導
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
担
い
手

た
ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
領
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

で
あ
り
、
そ
の
層
は
確
実
に
厚
み
を
増
し
て
い

ま
す
。
市
民
や
自
治
体
が
連
携
し
、
創
エ
ネ･

省
エ
ネ
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
と
同
時
に
、

ノ
ウ
ハ
ウ
や
制
度
上
の
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
、
提
言
の
発
信
な
ど
を
通
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
権
化
を
現
実
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
を

守
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
分
権
化
に
つ
な

が
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
が
行
わ
れ
る
よ
う
求

め
る
、
と
い
っ
た
連
携
で
す
。
ま
た
、
市
民･

地

域
に
よ
る
小
売
事
業
や
供
給
事
業
の
促
進
に

向
け
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
イ
ン
フ
ラ
事
業
を
得

意
と
し
、
側
面
支
援
す
る
よ
う
な
法
律
会
計

事
務
所
や
中
間
支
援
組
織
、
人
材
育
成
の
必

要
を
感
じ
ま
す
。 

戦
争
、
公
害
、
地
球
温
暖
化
、
原
発
…
。
恐

ろ
し
い
体
験
と
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
犠
牲

を
払
っ
て
な
お
、
も
っ
と
も
っ
と
と
自
然
や
弱

者
、
未
来
か
ら
も
奪
い
つ
づ
け
る
か
。
多
く
の
こ

と
を
預
け
て
し
ま
っ
た
過
去
に
学
び
、
未
来
への

責
任
を
分
か
ち
合
う
、
平
和
で
持
続
可
能
な

未
来
へ
向
け
て
舵
を
切
る
チ
ャ
ン
ス
を
、
い
ま
、

私
た
ち
は
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

広
が
る
再
公
営
化
と
供
給
網
買
い
戻
し
の
動
き 


